発表者用チェックリスト
第26回日本音楽療法学会学術大会実行委員会
　近年、研究者には高い倫理観をもって研究に取り組むことが求められています。日本音楽療法学会としても、その重要性を強く認識しています。このチェックリストには、日本音楽療法学会学術大会において演題の発表を行う際にご確認いただきたい項目を挙げています。この用紙の提出は不要ですが、必ず事前にこのチェックリストを利用して、ご自身の発表が研究倫理を遵守した内容になっているかをご確認ください。合わせて、学会ホームページ「倫理綱領」ならびに「倫理上のご依頼」「倫理についての手引き」「倫理委員会からのお知らせ」をご確認いただきますようお願い申し上げます。

＊研究発表（事例）もしくは事例報告を発表する方は、１～７全ての項目についてチェックが必要です。それ以外の方は１・６・７についてチェックして下さい。また、e-口頭発表・e-ポスター発表を行う方は8についてもチェックが必要です。
	1， 学会ホームページ「倫理綱領」ならびに「倫理上のご依頼」「倫理についての手引き」「倫理委員会からのお知らせ」を確認しましたか？
	□はい
□いいえ

	2， 実践している施設の長や担当責任者に発表の趣旨を説明し、文面で同意を得ましたか？
	□はい
□いいえ
□該当せず

	3， 発表する題目や発表の趣旨を文章に明記した上で、クライエントやその家族等より書面にて同意を得ましたか？
	□はい
□いいえ
□該当せず

	4， クライエントやその家族の人権を尊重し、プライバシーの保護について十分な配慮を行いましたか？
	□はい
□いいえ
□該当せず

	5， 録画・録音・写真等の使用にあたって、事前に関係者（被写体となった全ての人またはその保護者や責任者等）から了解を得ていますか？
	□はい
□いいえ
□該当せず

	6， 著作権について確認し、引用と参照のルールが守られていますか？
	□はい
□いいえ

	7， 発表の内容はオリジナル、未発表のものですか？
	□はい
□いいえ

	８，e-口頭発表、e-ポスター発表で使用した楽曲は、著作権申請外、または演題登録者ご自身のオリジナル曲ですか？
	□はい
□いいえ



＊各機関や専門分野においてより厳密な倫理規定を適用している場合には、その規定を優先して下さい
＊施設の長や担当責任者の同意を得る際の文書については、自由な形式で構いません
